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網走湖のベントス相
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Abs旋雛在二Lake　Abash1n1s　one　ofthe　brack1sh－water1akes　located　along　the　coast　ofOkhotsk

Sea，Hokka1do，northem　Japan　The　mvest1g舳on　of　macrobenth1c　fauna　m　Lake　Abash1n

was　done　in　October1995，fo11owing　the　first　investigation　in1936．Comparing　results　ofthis

investigation　to　that　of1936，bottom　fauna　have　changed　from　freshwater　fauna　to　brackish－

water㎝e．Most　dominant　species　is　the　c1am，Co〃c〃oブαρo〃cα，which　is　very　important

fishery　resource　of　this1ake．Because　of　strong　stratification　of1ake　water，bo肌om1ayer　is

amxic，and　the　distribudon　of　benthic　organisms　are　restricted　to　sha”ow　ol1goha1ine　water

reg1on　macrobenthlc　fauna　m　Lake　Abashm　do　not　mc1ude　some　typ1cal　bracklsh－water　spe－

cies　which　occur　common1y　in　Coめた〃αブoρo〃たo　habitat．Possib1e　reasons　of　the　resωt　are

discussed．

K㊥y　w腿幽：Anox1c　layer，bracklsh－water，coasta11agoon，macrobenth1c　fauna　strat1ficat1on

緒　　　　　言

　網走湖は北海道オホーツク沿岸に位置する海跡湖

沼群の一つで，湖面積32．9km2，湖岸線距離44km，

最大水深16．8m，平均水深7．Om，集水域面積1405km2

である。オホーツク海と流路約7kmの網走川で連

絡し，このため，網走川を通じてオホーツク海から

高塩分水が湖内に逆流する汽水湖となっている（今

田ほか，1995）。

　網走湖のベントス相の調査は，上野（1937）によ

る1936年の調査に始まるが，それ以降，湖全域の

ベントス相の調査例はなかった。桑原。駒形（1992）

は湖内に数個の調査地点を設定し，ベントス相に関

するデータを得ており，優占種について記載してい

るが，最終的結果報告にはいたっておらず，1936

年調査以後のベントス相の状態については未知のま

まである。

　そこで本報告は，1995年10月に行った網走湖全

域にわたる調査結果から網走湖のベントス相をあき

らかにすることと，上野（1937）らの調査結果と比

較検討して，本湖の環境変化過程を明らかにするこ

とを目的とする。
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Ab鯛h昨iRiver

器

　　　表1．網走湖のマクロベントス相．
丁曲垣e且。List　of　macrobenthic　fauna　in　Lake　Abashiri，
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ち
．

笥

ぎ

器

寛

㊧

7　　　　　鱈
　　　蟹　　9
　　　惚

椚
芋
毎

晃

等
9

8

て8

胃
3

Anne11da

　OIigochaeta
　　Tubificidae　sp．　　　（イトミミズ類）

Mo11usca

　Gastropoda
　　8広θ〃0肋ツγα8Zα加α　　　ミズゴマツポ

　　A∬肋加θαノαρo〃cα　　カワザンショウガイ

　　Rα∂加ノαρ0”C〃∫　　　モノアラガイ

　　Gツ7α〃〃∬ρか〃〃∫　　　ヒラマキミズマイマイ

　Biva1via

　　C0γ肋c”0ノαρ0”cα　　ヤマトシジミ

Arthropoda
　Cnユstacea

　　lV；θo仰地肋脚脇”α　イサザアミ
　　Gammaridaesp．　　（ヨコエビ類）

　　G〃oγ加o∫帥αぴo榊αo肥8o〃α岨な　イソコツプムシ

　InSeCta
　　Chironomidae　sp。　（ユスリカ幼虫）

　　　　鱈
　　鱈　　蝸　　　　　　奪

鱈　W　　　　　　　鯉
蝸

0

　　留則　　　　　鱈
蟹　　　　　　　　　　　　23

2⑪

Aba8hiri　Riv餅

器
毎

5km

　　　　図1．調査地点図．
醐g。且。Samp1ing　stations　in　Lake　Abashiri，

October1995．

調査域と方法

　調査は湖内に24地点を設定し（図1）、1995年10

月に行った。採集は湖底堆積物の性状に合わせて，

採集面積1120m2のSmith－McIntyre型採泥器，また

は，採集面積1150m2のEkman－Birge型採泥器を用
いて行った。

　各調査地点では採泥の他に，STDを用いて水温。

塩分を，YSI社製DOメータを用いて溶存酸素濃度

を測定した。また，採集した底泥の粒度等の現場記

載を行った。

　採集した底泥はO．5mmメッシュの箭を用いてふ

るい多飾上に残った全ての動物を1O％中性ホルマ

リンで固．定した後，種の分類同定を行い，各種個体

数を計数した。

結果及び考察

　分類上困難な種類があり，今後も検討を進めなく

てはならないが，採集されたマクロベントスは計10

種類であった（表1）。環形動物は貧毛類イトミミ
ズ科の1種桃桝肋θsp．，軟体動物は汽水性のミ

ズゴマツボ8肋10肋ツグα81α加α，カワザンショウガイ

A∬加伽θりαρo〃たα，淡水性のモノアラガイ肋伽

ノαρ01此〃∫とヒラマキミズマイマイqWω〃〃∬ρ〃〃〃3

の腹足類4種と，二枚貝のヤマトシジミCo〃α〃α
ゾoρo〃cα，節足動物ではイサザアミノVθo肌畑3〃ぴ一

肌肋o，ヨコェビ類，イソコツブムシG〃oグカη08一

ρ肋㈹舳oκ8o脱〃∫1∫の甲殻類3種類とユスリカ幼

虫Chironomidaesp．であった。

　ベントスが採集された地点と，各地点での優占種，

底質の性状を示したのが図2である。全調査地点の

うち，ベントスの生息が確認されたのは，ほぼ水深

5mライン以浅の湖棚部に位置する地点群のみであ

り，水深5m以深の湖中央部はマクロベントスの生

息がまったくみられない無生物域となっていた。

　ベントスの生息が確認された水深5m以浅の地点

群は，底質の性状から水深O～3mの砂質底と，水

深3～5mの泥質底に大別でき，それぞれの底質で

の優占種構成は異なっている（図3）。砂質底では

ヤマトシジミ，カワザンショウガイ，泥質底ではイ

トミミズ類，ユスリカ類がそれぞれ優占する．

　図4に調査時の湖深部，地点9と，ベントスの生
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　図2．ベントス採集地点と優占種，．および底質粒度．網掛けは水深5m以浅の部分．
醐g。ムSamp1ing　stations　with　macrobenthos　occurrence，dominant　species　name，and　the　sediment

characters．Shaded　area　indicates　shal1ow　depth1ess　than5m．

、自、がみられた地点25における塩分と溶存酸素の鉛

直プロファイルを示した。この図からあきらかなよ

うに，水深5～7m付近に躍層が存在し，水深5m
以浅と7m以深の水塊の性質はまったく異なること

がわかる。ベントスの生、自、が認められた水深5m以

浅の水塊は，溶存酸素が約8mg／1，塩分は約1psuを

示すのに対して，水深7m以深の水塊は溶存酸素が

ほぼOmg／1，塩分が約20psuを示していた．湖中央

部でベントスの生息が認められないのは，このよう

な無酸素状態のためであると考えられる。

　以上の結果を上野（1937b）の調査結果と比較す

ると，貝類相に大きな変化が認められ，上野の調査

時に採集された12種のうち，今回調査で採集され

た種はなかった。上野の調査ではマメシジミ類
（肋肋舳），ヌマドブガイ舳o6o舳α肥oφ榊Z3∫，ミ

ズシタダミ類（吻ル伽）　などの淡水性の種が記載

されており，汽水性のカワザンショウガイやヤマト

シジミは採集されていない．

　上野の調査時では湖水表層の塩素量はO　g／1で全

くの淡水であり，塩素量は水深10m以深から増加

し，湖底部無酸素層で海水の約1／2になると報告し

ている．現在の網走湖表層の塩分は，本調査では約

1psu，通年の調査を行った今田ほか（1995）は2～

3．5psuの値を報告しており，貧一中鹸性汽水の状態
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を示している。したがって，本調査で淡水性の種類

が採集されなかったのは，湖水表層の汽水化による

ものと考えられる。

　網走湖の無酸素層は，海水が停滞しだした1930

年代以後に徐々に発達し，近年その水深が上昇傾向

にあるもので，青潮の発生などの被害をもたらす要

因にもなっている（坂崎，1989）．上野（1937b）の

調査時には，この無酸素層は水深14m以深に位置

しており，マメシジミ類，イサザアミ，〃1舳o6舳∬p．

は水深10mの範囲まで，また，ユスリカ幼虫は水

深16mの範囲まで生、自、が認められている．上野の

調査時においても，ベントスの分布中心は沿岸部水

深3m以浅の砂質底であったが，無酸素層の上昇に

つれて，泥底部に生息するベントスの生息域は現在

では水深3～5mの範囲に限定されてきていると思
われる。

　このように1936年の上野の調査時と比較すると，

今日の網走湖のベントス相とその湖内での分布特性

は大きく変化している．すなわち，無酸素層の発達

と湖水表層の汽水化は，連動した現象として網走湖

のベントス群集の構造に作用しているものと考えら
れる。

　しかしながら，湖水表層の汽水化に伴う種類相の

変化は，どのようにしてもたらされただろうか。考

えられる仮説としては，オホーツク海と網走湖を連

絡する網走川に生息していた汽水性種群が，湖水の

汽水化に伴い分散・定着してきたこと，または，移

植等に伴う人為的な作用によると考えられる。人為

的な移植であることが明確なのはヤマトシジミで，

湖水の汽水化に伴い藻琴湖から移植されたものであ

る（坂崎，1989）。

　汽水性種群g供給場所と考えられる網走川につい

て，上野（1937a）は網走湖と同時に調査しており，

およそ15種の生息を確認している．種名が挙げら

れているのはそのうちの1部で汽水性の種類として

図4．網走湖の水質鉛直プロファイル（代表点の
溶存酸素と塩分を示す）

酬g。尋。Vertica1water　profi1e　at　Station　g　and25in

Lake　Abash1r1，October1995

は，イソコツブムシ，Gハo〃6肋θ肥〃osp．，ゴカイルハぬ

切0〃j00などであるが，イソコツブムシは上野の調

査では網走湖・網走川両水域に共通してみられ，本

調査でも湖内に生息が確認された。一方，本調査で

’は湖内にGκαη6肋θκ〃αsp．，ゴカイの分布はみら

れなかった．

　桑原。駒形（1992）は，網走川のベントスについ

て比較的詳細に調べ，汽水性の種類相については，

上野の調査と基本的に変化がないことを報告してい

る。桑原。駒形（1992）の結果と本調査結果をあわ

せると，網走川～網走湖を通じて生、自、する汽水性の

種類は，ヤマトシジミ，カワザンショウガイ，イソ

コッブムシの3種である．

　また，桑原。駒形（1992）は網走湖と網走川を連

絡する基部，水深約4mの泥質底にも調査地点を設
け，その地点でゴカイノVω〃伽8ブαρo〃cαとイトゴカ

イCαρ加〃“ψ伽oの生息を確認している。しかし，

その地点に相当する，本調査での地点2では，両種

は確認されなかった。桑原・駒形（1992）の調査で

も，両種の多毛類は調査の全期問を通じて採集され

ておらず，したがって，おそらくこれら2種の多毛

類は網走湖内で繁殖する個体群としては存続してい

ないと思われる．

　本調査結果では，ヤマトシジミが生息する汽水域

で共通に見られる種群のうち，ゴカイ，イトメ
取o〃妙〃c1〃∫加κ”oo伽舳3，ヤマトスピオ〃1o〃08＝ρゴo

r〃舳功o〃oρo〃たαや，特に，低鹸性水域の指標種

と指摘されるイトゴカイ科の1種ノVo8o榊ω伽sp．（中

尾・園田，1995；中尾・園田，1997；山室。沖野，

1996；山室，1996）などの，汽水性多毛類が欠如し

ている．現在の網走湖表層水と比較的類似した塩分

環境をもつ汽水湖のベントス相の調査例としては，
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李。中尾（1985）による北海道北部のパンケ沼が挙

げられるが，パンケ沼では網走湖でみられる汽水性

の貝類，甲殻類に加え，これら汽水性多毛類も確認

されている。

　現在の網走湖でこれら汽水性多毛類個体群がみら

れないのは，（1）ベントスが生息可能な水深5m以

浅の湖底部での塩分環境が生理的な制限要因となっ

ている，（2）浮遊幼生の供給源と思われる網走川に

そもそも汽水性多毛類が生息していない，（3）網走

川に生息する個体群から幼生分散が行われるが無効

分散になっている，（4）汽水性多毛類の繁殖様式の

問題，などが考えられる。（1）については先に挙げ

たノVoτo〃1α∫鮎sp．などの低鹸性種も存在すること，

（2）については桑原・駒形（1992）の調査により，

汽水性種が確認されていることから可能性が低い。

（4）についても，水中での受精と浮遊幼生による分

散。着底という方法が多いと思われるので（Wi1s㎝，

1991），実証の必要はあるが可能性が低い。しかし

ながら，浮遊幼生の分散が水の動きとどのように関

係しているかについては不明な点が多く，（3）と関

係してくる可能性もある。（3）については，桑原・

駒形（1992）でも示されているように，一時的にゴ

カイなどの生息が確認されることからも可能性が高

い。ヤマトシジミなどでも指摘されているように

（Sek1guch1釘o1．1991），浮遊幼生が網走川を遡上し

てきた高塩分水を利用して分散するならば，この高

塩分水は網走湖湖底へと流入していくが，湖底水塊

は無酸素状態であるため，浮遊幼生は大部分が死滅

し，無効分散となっているのかもしれない。

　網走湖のヤマ・。トシジミは本湖漁業において重要な

水産資源であるが（坂崎，1989），ヤマトシジミ漁

場のベントス群集として以上のような構成種が網走

湖に欠如することは，漁場環境としての特性を考察

する上でも示唆する点を含むものかもしれない。

　本調査では網走湖沿岸部での調査地点が少ないこ

と，採集方法や調査時期の相異などを加えてさらに

検討する必要があると思われる．筆者は1997年10

月に網走湖沿岸部での追加調査を行っており，その

結果を合わせ，網走湖のベントス相について今後詳

細に検討を加えていきたい。
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